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 ９月１１日（水）、講師
こ う し

にスクールカウンセラーの山口 力氏をお迎
むか

えして、第
だい

2回
かい

学校
がっこう

保健
ほ け ん

委員会
いいんかい

を開
かい

催
さい

しました。 

 事前
じ ぜ ん

に全校
ぜんこう

を対象
たいしょう

に「自分
じ ぶ ん

の思
おも

っていることを上手
じょうず

に伝
つた

えられる

か」「人と自分をよく比較
ひ か く

するか」「勉強
べんきょう

しているときや寝
ね

ていると

きにスマホをどこに置
お

くか」などのアンケートを実施
じ っ し

しました。講
こう

演
えん

では、そのアンケート結果
け っ か

をもとに話
はなし

をしていただきました。ゲー

ムやスマホなどの使用
し よ う

については、「何
なに

かから逃
に

げていると依存
い ぞ ん

す

る」と言われていました。ＳＮＳを介
かい

した友人
ゆうじん

関係
かんけい

のトラブル事例
じ れ い

も

紹介され、「損得
そんとく

のつながりは友達
ともだち

ではない」ことや、「自分を否定
ひ て い

す

る人は、相手
あ い て

も否定してしまう」ことなどを話されました。 

さらに、自分を好
す

きになったり自信
じ し ん

をつけたりするためには、「人

のせいにしないで、自分で乗
の

り越
こ

えていくことが大切
たいせつ

であること」や

「失敗を恐
おそ

れた時
とき

が失敗である。一生懸命
いっしょうけんめい

の中には失敗
しっぱい

はないこと」

を、力強
ちからづよ

く伝
つた

えられていました。 
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 「ありがとう」や「ごめんなさい」は、すごく素敵
す て き

な言葉
こ と ば

だということを 改
あらた

めて知
し

ることができました。音階
おんかい

で

表
あらわ

して、仲間
な か ま

には上
うえ

も下
した

もないと聞
き

いて、確
たし

かに、みんな同
おな

じ人間
にんげん

として生
う

まれて生
い

きているのに、上下
じょうげ

や

比較
ひ か く

しているのはおかしいなと感
かん

じることができました。 

 差別
さ べ つ

の話
はなし

を聞いて、『差別はよくない』とは、分
わ

かっていたけど、自分
じぶ ん

への差別もあると聞いたときに、他人
た にん

へ

の差別もよくないけど、自分への差別もよくないんだと思
おも

いました。 

 私
わたし

はすぐに人と比
くら

べて、苦
くる

しくなって気分
きぶ ん

が下
さ

がって、「私って…」となってしまいます。山口先生の話を聞い

たら、「私って…」と 考
かんが

えるから気分が下がってしまうんだ」とわかりました。これからは、「私ってこうだけど、こ

れは得意
と く い

だよね」って考えようと思
おも

えました。それと、人とすぐ比べてしまう私は、すぐしっとしてしまう性格
せいかく

なの

かな…？と不安
ふあん

に思っていたけど、人の脳
のう

はそう考えちゃうと聞いて、安
あん

心
しん

もできました。今日
き ょ う

からもっと楽
たの

しく

生
い

きられると思いました。 

 自分
じぶ ん

は、よく他
た

の人と自分を比
くら

べてしまい、自分にないところを見
み

つけて落
お

ち込
こ

んでしまっていました。「あり

がとう」「ごめんなさい」を、自分を良
よ

く見せるためではなくて、心
こころ

の底
そこ

から思
おも

っていることを言
い

うことをこれから

も大切
たいせつ

にしたいです。誰
だれ

かがえらいとかはなくて、みんな必要
ひつよう

な存在
そんざい

で、自分も大事
だい じ

だから、自分は別
べつ

にいなく

てもいいとか思わなくてもいいんだなと思いました。 

「『本気
ほ ん き

』でやればなんでもできる」という言葉
こ と ば

を聞いて、私は、「自分
じぶ ん

はこういう人、どうせ無理
む り

」と決
き

めつけて

しまうことが確
たし

かにあったなと思
おも

いました。でも、それは、自分で自分のリミットを勝手
か っ て

に作
つく

っているだけで、

実際
じっさい

やってみなければわからないし、たとえ、最初
さいしょ

はできなくても、やりたいと強
つよ

く思えばどんな努力
どりょく

でもするこ

とができるんだなと思いました。 

今
いま

、受験
じゅけん

がだんだん近
ちか

づいてきて、成績
せいせき

が心配
しんぱい

とか大丈夫
だいじょうぶ

かなと思うこともあるけど、リミットをつくらず努力

できるといいなと思いました。 

振り返りから（一部抜粋） 

事例について周
まわ

りの人と意見
い け ん

交換
こうかん

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月 4日（金）・5日（土）に開催
かいさい

される代中フェスタに向
む

けて、９月 

２０日（金）に、生徒集会
しゅうかい

が開
ひら

かれました。 

それぞれのスタッフは夏休
なつやす

み前
まえ

から、準備
じゅんび

を進
すす

めてきました。オープニング、

フィナーレ、スポーツカーニバル、パフォーマンス、美術
びじゅつ

のスタッフと生徒会

役員がフェスタを動
うご

かします。 

集会は、実行
じっこう

委員長
いいんちょう

の「フェスタはもう始
はじ

まっています」という言葉
こ と ば

から始

まりました。そのあと、フェスタの変更点
へんこうてん

や日程
にってい

、内容
ないよう

の説明
せつめい

がありました。

また、ステージパフォーマンスの出演者
しゅつえんしゃ

について、それぞれの見
み

どころも含
ふく

めて紹介
しょうかい

がありました。ライフセービングスタッフからは、熱中症
ねちゅうしょう

クイズが

出
だ

されました。最後
さ い ご

に、フィナーレスタッフが、今年
こ と し

のテーマにもなっている

「ライラック」の曲
きょく

に合
あ

わせて、全校
ぜんこう

で踊
おど

るダンスを披露
ひ ろ う

しました。 

昨年度
さくねんど

から「新
あたら

しい代中のスタート」として、フェスタの新しい形
かたち

を模索
も さ く

してきました。一人一人が「自分
じ ぶ ん

ができることは何
なに

か」、「この場
ば

で何をしたら

いいのか」を考
かんが

え続
つづ

け、力
ちから

を合
あ

わせて新しいフェスタをつくりあげていくこ

とを期待
き た い

しています。 

 ３年生の私
わたし

たちにとって、一番
いちばん

悩
なや

むのは受験
じゅけん

で、自分
じぶ ん

に自信
じ し ん

がなくなってしまうことも多
おお

かったけど、一人一

人が必要
ひつよう

で、良
よ

さがあるんだよとお話
はなし

してくれたとき、少
すこ

し気持
き も

ちが楽
らく

になった気
き

がしました。   

「ありがとう」「ごめんなさい」など、普段
ふだん

から口
くち

にできる心
こころ

のきれいな人になれるといいなと思
おも

いました。どれ

だけつらくても、人と比較
ひ か く

して、自分をもっと下
した

に落
お

とすのではなく、少
すこ

しでも自分の良さに気づき、大丈夫
だいじょうぶ

だと

思えるといいなと思いました。これからも、一生懸
いっしょうけん

命
めい

がんばり、失敗
しっぱい

を恐
おそ

れずやりきる、強
つよ

いかっこいい人にな

りたいです。 

 私は失敗
しっぱい

を恐
おそ

れてしまうことが多
おお

いので、「失敗は失敗ではない。失敗を恐れることが失敗だ。」という言葉
こ と ば

が

すごく刺
さ

さりました。 

 人と比
くら

べて優越感
ゆうえつかん

や劣等
れっとう

感を抱
いだ

くことはよくないことだと分
わ

かったので、人と比べることはできる限
かぎ

りやめて

いきたいと思
おも

いました。みんな平等
びょうどう

で、みんな大切
たいせつ

だということが分かり、「○○は～だからえらい」とか、そう

いうことも差別
さ べ つ

になることも確
たし

かにそうだと思いました。 

実行委員長の話
はなし

 

ステージパフォーマンス出演者

の紹介がありました。 

 

フィナーレのダンス 

各
かく

スタッフからの話 


